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研究成果の概要（和文）：本研究は、社会的患者背景、患者報告アウトカムを中心とした包括的長期予後データ
ベースを構築し、それに臨床情報を組み合わせて分析することで、患者の社会状況に応じたテーラーメイド型退
院後医療を提示し、外傷患者の社会復帰率向上、医療資源の最適配置を実現しようするものである。研究期間内
に次の3点が達成された。(1)本邦初となる外傷包括的長期予後データベースの完成、(2)本邦初となる外傷長期
予後追跡システムの確立と良好な長期予後追跡率の達成、(3)全国17施設(救命救急センター17施設;大学病院10
施設・高度救命救急センター6施設含む)での970症例の登録。この3点が次世代の外傷研究の先駆けとなる。

研究成果の概要（英文）：This study aims to construct a comprehensive long-term prognostic database 
focusing on social patient background and patient-reported outcomes. In addition, we combine it with
 clinical information for presenting tailor-made post-discharge medical care according to patients' 
social circumstances. Thus, we can  improve the reintegration rate of trauma patients and to 
optimize the allocation of medical resources. 
The following three points were achieved during the study period: (1) completion of the 
comprehensive long-term prognostic database for trauma in Japan, (2) establishment of the  long-term
 prognostic tracking system for trauma in Japan and achievement of a good long-term prognostic 
tracking rate, (3) registration of 970 cases at 17 facilities nationwide. These three points will 
pioneer the next generation of trauma research.

研究分野： 外傷　救急　集中治療　臨床疫学

キーワード： 外傷長期予後　患者報告アウトカム　テーラーメイド型　社会的患者背景　健康関連QOL　効用値

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
既存の外傷研究では取得されなかった、詳細な社会的患者背景と患者報告アウトカムが、大都市/医療過疎地域
を対象として蓄積された点に意義があり、これにより世界に無二の革新的なコホートデータベースが構築され
た。特に超高齢社会である日本においては、受傷者の年齢構成が他国と大きく異なり、受傷から回復までの自然
史や長期予後との関連因子も他国と大きく異なる事が考えられる。このデータベースと臨床情報を統合し、長期
予後と社会的関連因子の検証を行うことにより、世界の先駆けとなるエビデンスが発信可能となり、患者の社会
状況に応じた退院後医療を提示し、外傷患者の社会復帰率向上、医療資源の最適配置が実現可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
外傷(不慮の事故)は平成 29 年の死因第 6 位であり、子供や若年層の死因の第 1 位、2 位を 占
め、社会的損失の大きい健康問題である。また外傷は、後遺症などで長期的に患者の生活に影響
を与えるが、こうした長期的予後については十分解明されていない。特に社会的患者背景(社会
経済的ステータス、家族構成、教育レベル)は、急性期医療施設退院後のケアにも影響を及ぼし、
同じケアを提供しても長期的アウトカムが変わる可能性が高い。従って、社会的患者背景と、患
者報告アウトカム(Patient-reported outcome, PRO;患者から直接得られる患者の健康状態に関
するすべての報告)である健康関連 QOL(Quality of life)、生活の場所、社会復帰率などの長期予
後アウトカムの情報を蓄積し、両者の関連を検証する事で、現在の画一的な退院後ケアではなく、
患者一人一人に合わせた、最適な“テーラーメイド型退院後医療”を提供することも可能となる。
そこで本研究では、「患者報告アウトカムを中心とした包括的長期予後データベースを構築し、
社会的患者背景と長期予後との関連因子を検証し、テーラーメイド型退院後医療を社会に提示
する」ことを学術的「問い」とする。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中等症から重症外傷疾患に対する退院後の患者報告アウトカムを中心とした
包括的長期予後データベースを構築し、社会的患者背景や外傷診療システムと長期的予後との
関連因子を検証し、患者個人に合わせた最適な“テーラーメイド型退院後医療”を社会に提示す
ることである。これを展開させる事で外傷患者の社会復帰率の向上と医療資源の最適配置を実
現させる。 
 
 
 
３．研究の方法 
社会的患者背景、患者報告アウトカムを中心とした包括的長期予後データベースを構築し、それ
に臨床情報を組み合わせて分析することで、患者の社会状況 に応じたテーラーメイド型退院後
医療を提示し、外傷患者の社会復帰率向上、医療資源の最 適配置を実現しようするものであり、
下記項目について研究を実施した。 
(1)外傷患者の包括的長期予後データベースの構築 
(2)既存の臨床情報と包括的長期予後データの統合 
(3)長期予後に関する記述的検証、および、長期予後と関連する因子の検証 
(4)テーラーメイド型退院医療の提示 
 
(1)外傷患者の包括的長期予後データベースの構築 
研究参加施設に入院となった、中等症か ら重症外傷患者に対して、通常の治療を行い、退院ま
でに、本研究・長期予後情 報取集に関して患者もしくは代諾者の同意を得る。同意を得られた
患者を追跡し、退院時、受傷 2ヶ月後・半年後・1年後の健康関連 QOL(機能予後と症状を含む)、
治療頻度、生活場所(自宅、病院、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、
その他)、社会(仕事)復帰率などの長期予後情報を取得する。これらの情報は、専用の記録用紙
を郵送し、対象者本人に記入してもらう。意識状態が悪く自己記入式質問表が使用できない対象
者は介護者が代理で記載する。レスポンスがなければ電話インタビューを行う。健康関連 QOL は、
EQ-5D (EuroQol 5 Dimension)-5L,SF-36 を用いた自己記入式質問票で調査する。これら長期予
後情報は、中央データセンターで一括して取り扱い、専用の端末に登録を行い、包括的長期予後
データベースを構築する。日本外傷学会、日本救急医学会を通じてさらなる研究参加施設の呼び
かけを行い、全国規模での研究とする計画である。 
(2)既存の臨床情報と包括的長期予後データの統合 
(3)長期予後に関する記述的検証、および、長期予後と関連する因子の検証 
(1)により構築された包括的長期予後データベースと臨床情報を突合するため、臨床情報の抽出
を行う。臨床情報の抽出は、既存のデータソースである、日本外傷データバンク(JTDB:Japan 
Trauma Data Bank)の電子データ収集システムを利用する。自施設内では自由に自施設の登録し
たデータを取得できる。救命救急センターや重症外傷を治療する施設はその入力を強く推奨さ
れており各施設とも実際に入力している。本研究で必要となる臨床データ(年齢・性別・家族構
成・受傷機転・搬送形態・外傷重症度スコア・根本治療の種類・在院日数など)の多くは JTDB 内
に登録される内容と共通である。そのため、この既存のデータソースから抽出を行うことで、デ
ータ入力に対する実現可能性を高める。さらに、退院時の患者情報は、各施設の DPC(Diagnosis 
Procedure Combination; 包括医療費支払い制度方式)データから抽出する。各施設で抽出され
た臨床情報は、匿名加工され、対応表番号のみが付与された状態で中央データセンタに送られ同



センターで突合する。この様にして突合された臨床データと予後情報データを、時間縦断的に記
述検証し、多変量解析・マルチレベル分析などを用いて、長期予後と関連する可能性のある社会
的因子を分析・検証する。 
(4)テーラーメイド型退院後医療の提示 
上記結果から、患者の社会状況に応じた、退院後の包括的ケア(治療・介護・リハビリ)フローを
提案し、外傷患者を社会復帰させるための提言および医療資源の最適配置を提言する。 
 
４．研究成果 
研究期間全体を通じて、以下のことが達成された。(1)本邦初となる外傷包括的長期予後データ
ベースの完成、(2)本邦初となる外傷長期予後追跡システムの確立と良好な長期予後追跡率の達
成、(3)全国 17施設(救命救急センター17 施設;大学病院 10 施設・高度救命救急センター6施設
含む )での 970 症例の登録、 (4)英文プロトコル論文の出版(Annals of Clinical 
Epidemiology.2021;3(2):59-66)の出版、(5)日本外傷学会総会・学術集会での複数回の報告、(6)
日本外傷学会による後援の獲得。本データベースは、これまでの外傷研究では取得されなかった、
詳細な社会的患者背景と患者報告アウトカムが、大都市・医療過疎地域を含む広い地域を対象と 
して蓄積された点に意義があり、これにより世界に無二の、社会的患者背景と患者報告アウトカ
ムの両者を中心とした革新的なコホートデータベースが構築された点が重要である。特に超高
齢社会である日本においては、受傷者の年齢構成が他国と大きく異なり、受傷から回復までの自
然史や長期予後との関連因子も他国 と大きく異なる事が考えられる。このデータベースと臨床
情報を統合し、長期予後と社会的関連因子の検証を行うことにより、これから高齢化を迎える世
界の先 駆けとなるエビデンスが発信可能となり、患者の社会状況に応じたテーラーメイド型退
院後医療を提示し、外傷患者の社会復帰率向上、医療資源の最適配置を実現可能となる。今後本
研究が次世代の外傷研究の先駆けとなる。 
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